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あらまし  マイクロブログサービス Twitter では，実際にスポーツを観戦したり TV 番組を視聴したりしながらリ

アルタイムに書き込む“実況書き込み”が増加している．本報告では，実際に観戦・視聴していないユーザの書き

込みなど，他の様々な書き込みの中からこれを検出する手法を提案する．実験では TV 番組において「番組によら

ない情報」と「番組固有の情報」に注目して単語の出現頻度を学習して実況書き込みの検出を行った． 
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Abstract On the social networking and micro-blogging service “Twitter”, there has been increasing “on-the-spot 

comments” while watching a sport game at a stadium or watching TV at home. We aim at the detection of these on-the-spot 

comments among other comments on Twitter. This paper reports an experiment to detect on-the-spot comments for TV 

programs, analyzing the frequency of occurrence of words by focusing on both program independent and dependent 

information. 
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1. はじめに  

ウ ェ ブ 上 の コ ン テ ン ツ か ら 様 々 な 評 判 情 報 を 抽 出

する研究が盛んに行われている．藤 村ら [1]は，Web 上

の文書から 商品などの評判情報を抽出する手法を提案

している．また， 宮森ら [2]は TV 番組に対する実況チ

ャットの書き込み から評判情報を抽出し，これと番組

映像を関連付ける報告 をしている．  

一方，近年ウェブ上で爆発的に普及しつつあるサー

ビスとしてマイクロブログが挙げられる． その代表例

である Twitter† 1 は世界で 1 億 1 千万人のユーザ が利用

している．Twitter の書き込みは「ユーザ名」と「書き

込み（最大 140 字）」から構成され，字数制限による気

楽さにより携帯端末 からの書き込みも容易なため，リ

アルタイム性 が高い情報交換ツールとして活用されて

いる．Twitter の書き込みから映画の評判を解析する報

告 [3]や TV 番組への評価を解析するサービス † 2 があり，

評判解析に用いる対象としても注目されている ．  

本研究では評判解析に用いるために，ユーザがイベ

ントを観覧している（「観覧」）かしていない（「不観覧」）

かを Twitter の書き込み内 容から 自動で識別すること

を目的とする ．ここで「イベント」とは，スポーツ の

観戦や TV 番組の視聴など多数の人が同一の事象にす

る状況を表す．またこの状況を「観覧」と 呼ぶことに

する．本報告ではイベントを観覧しているユーザによ

る実況書き込みの検出手法を提案する．  

† 1 マイ クロ ブロ グ Twitter： http://twitter.com/  

† 2 盛り 上が りを 視覚 化 「テ レビ ジン」： http://tvz.in/  



 

  
 

 

 

 

2. 実況書き込み検出手法  

イ ベ ン ト 開 催 時 間 中 に 投 稿 さ れ た 書 き 込 み の う ち ，

関 連 す る と 思 わ れ る キ ー ワ ー ド を 本 文 に 含 む も の を

“実況書き込み候補”と する．これらを Twitter の API† 3

を利用して自動的に収集する ．収集された 実況書き込

み候補は「投稿者名」「本文」「投稿時間」を含んでい

る．これらを次の 2 段階で絞り込む．  

(1) イベントによらない情報を用いたラベル付け  

イベント開始直後の書き込みは「なう」や「はじま

た」などイベント 内容に依存しないものが多い．そこ

で様々なイベント開始直後の書き込みからイベント内

容に依存しない表現を 抽出し，イベント開始 直後の単

語の出現頻度を学習することで識別器を構築する．  

注目するイベントの開始直後の書き込みを，構築さ

れた識別器で 識別し，開始直後に書き込みをした ユー

ザに対して「 観覧」「不観覧」のラベル付けを行う．  

(2) イベント固有の情報による書き込みの絞り込み  

（1）により「観覧」「不観覧」のラベルが付いたユ

ーザのイベント開始直後以外の書き込みを解析するこ

とで，イベント固有の情報を抽出して 検出器を構築す

る．具体的には，（1）においてラベル付けされたユー

ザの書き込み について開催時間全体にわた る単語の出

現頻度を学習して検出 器を構築する．  

構 築 し た検 出 器 に よ り 実 況 書 き 込 み の 検 出 を 行 う ． 

 

3 実験  

多 数 の ユ ー ザ が 同 時 に 観 覧 す る イ ベ ン ト の 例 と し

て， TV ドラマの実況書き込みの検出実験を行った．  

3.1 番組によらない情報 によるラベル付け精度  

2010 年 1 月～ 3 月に放送された TV ドラマ 5 タイト

ル（各 40 分～ 54 分）の放送 1 回分に対して，放送開

始 5 分間に書き込まれた 614 件の実況書き込み候補 を

用い，ユーザへのラベル付け実験を行った．  

各 実 況 候 補 を 形 態 素 解 析 し ， 単 語 の 出 現 頻 度 上 位

200 語を要素とする 200 次元の特徴ベクトル で表した．

ユーザへのラベル付け精度 を 3 fold cross-validation で

評価した．識別器には SVM を用い，予め人手でラベ

ル付けしたものを正解とした．その結果，平均 90.1％

の精度で付与できることを確認した．  

3.2. 番組固有の情報による絞り込み精度  

TV ドラマ 1 タイトル（54 分）の書き込み 815 件に

ついて，番組固有の情報による絞り込み実験を行った．

また，イベントによらない情報を用いた 1 段階目のラ

ベル付けは，人手で行ったものを用いた ． 

以下の 3 つの手法により，出現頻度上位 500 語を要

素とする 500 次元の特徴ベクトルを生成した． 

表 1 実験結果： TV 番組実況の検出精度  

 

表 2 検出失敗例：False-positive 

 

・手法 1：名詞のみ 

・手法 2：名詞，動詞，助動詞 

・手法 3：名詞，動詞，助動詞，形容詞，形容動詞 

各手法の検出率を表 1 に示す．  

3 fold cross-validation で評価した結果，手法 3 が最

も良く検出できることを確認した．ここで 検出器には

SVM を用い，人手で付与したラベルを正解とした．  

3.3. 考察  

表 2 中に検出失敗例を示す．これら はともに実際は

「観覧」しているのに「不 観覧」として誤検出された

例である．失敗例 1 は実際には視聴しながらの書き込 

みであるが，「やめよう」とあるため ，誤検出されたと

考えられる．失敗例 2 は「見ちゃった」と「見てない」

の両方が含まれている複雑な書き込みであるため，誤

検出されたと考えられる． 

複文や長文で構成された複雑な書き込みは ，単なる

単語の出現頻度によ る検出は難しく，文単位の解析や

単語の出現順序 や組合せを考慮した検出器を構築する

必要があると考えられる．  

 

4 むすび  

本報告では，Twitter からの 実況書き込み検出手法 を

提案 し た． TV ド ラ マを 対 象と し て 書 き 込み 内 容の 単

語出現頻度を学習し，実際に イベントを観覧しながら

の書き込みを検出した．実験の結果， 提案手法の有効

性が確認できた．  

今後は観覧者の書き込みからの評判抽出や，不観覧

者の書き込みから不観覧 の原因抽出を検討している．  
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 手法 1 手法 2 手法 3 

 検出率（ %） 73.7 76.3 79.9 

例 1 
イラ イラ する 。 や っぱ ライ ア ーゲ ーム 見る の

やめ よう 。  

例 2 
ライ アー ゲー ム真 剣に 見 ちゃ った けど 、 先 週

見て ない から わか らな … そう でも なか った 。  


